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ＮＰＯ法人 

小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
が

誕
生
し
て
か
ら

25
年
が
過
ぎ
ま
し
た

▲
平
成
九
年
四
月
一
日
「
開
業
式
」

▶
令
和
五
年
四
月
一
日
「
始
業
式
」

＊
中
面
に 

別
冊 『
25
年
の
あ
ゆ
み
』 を
差
込

　
平
成
21
年
。私
が
入
会
し
た
の
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
記
か
ら
三
年
目
で
、

従
来
の
予
約
＆
誘
客
ガ
イ
ド
に
加
え

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
務
・
回
遊
バ
ス

ガ
イ
ド
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
で
す
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
か
か
わ
ら
ず

収
益
業
務
？
」 

と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
小
田
原
市
・
事
業
協
会
・
観

光
協
会
の
方
々
の
支
援
も
あ
り
、
以

後
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
そ
の
後

企
画
ガ
イ
ド
の
充
実
に
力
を
入
れ
、

小
田
原
市
全
域
＋
周
辺
地
域
を
視
野

に
、
独
自
コ
ー
ス
の
開
発
・
実
践
に

日
々
取
組
む
こ
と
で
、
協
会
員
百
名

体
制
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
感

染
症
禍
で
の
活
動
で
し
た
。
た
だ
最

近
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
の
三
年
で 

「
旅
の
形
態
」 

が
変

容
し
少
数
個
人
客
の
増
加
が
顕
著
に

な
り
ま
し
た
。
故
に
昨
年
か
ら 

「
質

の
高
い
ガ
イ
ド
」 

を
め
ざ
し
密
度
の

濃
い
研
修
会
等
を
実
施
、
実
践
ガ
イ

ド
で
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
引
続
き
、 

協
会
員
に
は
、
学
び

の
姿
勢
で
知
識
向
上
を
計
り 

「
お
も

て
な
し
の
心
の
堅
持
で
充
実
の
ガ
イ

ド
活
動
を
」 

と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

（
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
会
長
：
談
）

 

四
半
世
紀
の
節
目
か
ら
未
来
へ
…

 
 

　
　
堀
池
衡
太
郎
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今
年
は
、
こ
の
企
画
ガ
イ
ド
は
一
班

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
令
和
五
年
一

月
一
〇
日
十
八
名
、
一
八
日
三
十
名
の

参
加
者
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

班
員
の
割
り
当
て
が
決
ま
る
と
一
致

団
結
し
て
、
企
画
ガ
イ
ド
本
番
に
向
け

準
備
を
進
め
た
。

　

こ
の
企
画
ガ
イ
ド
は
主
に
紫
陽
花
寺

か
ら
椿
寺
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
阿
弥
陀

寺
や
住
職
さ
ん
の
琵
琶
演
奏
の
鑑
賞
で

あ
る
。
椿
寺
へ
変
わ
る
中
で
、
著
名
人

や
一
般
の
方
の
椿
が
植
栽
さ
れ
て
い
た

が
、
ま
だ
、
成
長
途
中
の
株
も
あ
り
、

花
を
つ
け
る
の
は
も
う
少
し
先
に
な
り

そ
う
だ
。

　

箱
根
登
山
鉄
道
の
湯
本
駅
を
ス
タ
ー

ト
し
、
終
点
は
河
鹿
荘
に
あ
る
馬
車
鉄

道
・
電
気
鉄
道
の
湯
本
駅
跡
ま
で
の
約

　

小
田
原
桜
は
偉
い
。
人
々
の
や
き
も

き
す
る
気
持
ち
を
Ａ
Ｉ
で
察
知
し
、
当

日
ま
で
行
儀
よ
く
待
っ
て
、
あ
る
所
で

は
、
満
開
。
花
吹
雪
も
見
え
る
場
所
も

用
意
し
て
く
れ
た
。

　

沢
山
の
お
客
様
が
参
加
さ
れ
、
班
ご

と
に
実
施
す
る
初
め
て
の
企
画
ガ
イ
ド

は
よ
い
天
気
と
穏
や
か
な
テ
ン
ポ
で
進

み
、
皆
さ
ん
が
大
い
に
満
足
さ
れ
て
い

る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

松
永
記
念
館
、
皆
春
荘
、
古
希
庵
、

松
本
剛
吉
邸
、
桜
の
西
海
子
小
路
な
ど

な
ど
を
ゆ
っ
た
り
と
ま
わ
り
、
邸
内
に

も
あ
が
っ
て
、
そ
の
時
代
の
匂
い
も
感

じ
ら
れ
た
様
に
も
み
え
た
。
そ
の
中
で

も
、
皆
春
荘

と
古
希
庵
は

他
に
類
を
見

な
い
庭
園
と

建
物
も
さ
る

こ
と
乍
ら
、

終
焉
の
地
と

し
て
没
す
る

ま
で
住
ま
わ

れ
た
山
縣
有

朋
公
と
最
後

ま
で
支
え
た
吉
田
貞
子
夫
人
の
人
物
像

と
動
乱
の
時
代
に
生
き
た 

「
小
田
原
の

山
縣
夫
人
」 

と
い
う
貞
子
夫
人
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
史
実
と
あ
ま
り
違
わ

な
い
範
囲
で
お
客
様
に
話
し
て
み
た
。

　

長
州
藩
の 

「
槍
の
小
輔
」 

か
ら
を
身

を
起
こ
し
、
軍
人
と
し
て
あ
る
時
は
政

治
家
と
し
て
混
乱
す
る
時
代
の
先
頭
に

た
ち
、
世
に
言
わ
れ
る
ダ
ー
テ
ィ
な
面

も
あ
る
も
の
の
、
山
縣
は
自
派
の
子
分

に
は
恵
ま
れ
乍
ら
家
庭
的
に
は
極
め
て

不
幸
だ
っ
た
。
実
子
は
七
人
中
六
人
ま

で
早
世
し
、
明
治
二
六
年
に
は
友
子
夫

人
を
失
っ
た
。
貞
子
夫
人
は
出
自
が

は
っ
き
り
と
し
な
い
面
が
あ
る
も
の

の
、
そ
ん
な
孤
高
の
有
朋
公
を
陰
で
さ

さ
え
た
。
そ
の
舞
台
が
主
に
皆
春
荘
で

一
番
安
ら
げ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
心

境
を
よ
ん
だ
句
が
…

　

打
い
だ
す 

相
模
の
海
を 

池
に
し
て

　

あ
ふ
ぐ
箱
根
は 

庭
の
築
山

四
時
間
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

湯
本
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
阿
弥
陀
寺

ま
で
の
女
坂
を
登
り
途
中
箱
根
七
湯
の

由
来
な
ど
を
説
明
し
、
阿
弥
陀
寺
に
到

着
し
た
。
上
り
坂
が
続
く
中
で
お
客
様

も
疲
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
お
楽
し

み
の
琵
琶
演
奏
ま
で
の
空
い
た
時
間
を

利
用
し
て
阿
弥
陀
寺
の
由
来
な
ど
説
明

し
た
。
何
と
い
っ
て
も
こ
こ
は
皇
女
和

宮
の
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
そ
の
後
お

客
様
は
、
住
職
さ
ん
の
琵
琶
演
奏
を
堪

能
さ
れ
、
皇
女
和
宮
の
黒
本
尊
を
参
拝

し
、
後
半
に
向
け
男
坂
を
下
り
、
終
点

ま
で
向
か
っ
た
。

　

帰
路
は
阿
弥
陀
寺
の
山
門
や
、
六
地

蔵
な
ど
を
巡
り
、
国
道
一
号
に
歩
み
を

進
め
た
。
国
道
に
出
る
と
皇
女
和
宮
ゆ

か
り
の
旅
館
環
翠
楼
が
見
え
て
く
る
。

近
く
に
あ
る
福
住
楼
も
箱
根
を
語
る
上

で
大
事
な
場
所
だ
。
国
道
を
歩
き
な
が

ら
、
土
木
遺
産
で
あ
る
千
歳
橋
、
函
嶺

洞
門
、
旭
橋
、
荻
窪
用
水
の
取
水
口
そ

し
て
温
泉
発
祥
の
地
な
ど
を
ご
案
内

し
、
い
よ
い
よ
河
鹿
荘
に
あ
る
湯
本
駅

跡
に
到
着
し
、
ガ
イ
ド
を
終
了
し
た
。

お
客
様
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
お
客
様
は
女
性
が
多
く
、
歩
き
方

は
良
か
っ
た
か
、
説
明
は
大
丈
夫
だ
っ

た
か
、
色
々
気
に
な
る
点
は
あ
っ
た

が
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
、

松永記念館入口と名残の桜

水野賢世和尚の琵琶演奏

二
班
二
班　

森
住
森
住  

健
次
健
次

企画ガイドⅡ
皆
春
荘
、
古
稀
庵

皆
春
荘
、
古
稀
庵

孤
高
の
山
縣
公
と
貞
子
夫
人

孤
高
の
山
縣
公
と
貞
子
夫
人

一
班
一
班　

石
田
石
田  

恭
士
恭
士

企画ガイドⅠ
阿
弥
陀
寺
企
画
ガ
イ
ド

阿
弥
陀
寺
企
画
ガ
イ
ド

　
初
め
て
の
ガ
イ
ド
を
終
え
て

　
初
め
て
の
ガ
イ
ド
を
終
え
て
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憶
に
導
か

れ
て
、
杉

本
博
司
さ

ん
は
江
之

浦
の
地
に 

「
江
之
浦

測
候
所
」 

を
建
て
ま

し
た
。

□
根
府
川

関
所
跡
、

人
車
鉄
道

軽
便
鉄
道

駅
跡
、
百
年
駅
舎
根
府
川
駅
、
東
海
道

線
、
新
幹
線
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
こ

の
地
を
行
き
交
う
人
々
の
様
子
や
歴
史

を
、
鹿
島
踊
り
、
道
祖
神
、
庚
申
塔
な

ど
は
、
こ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
や
信
仰
を
、
今
に
伝
え
て
く
れ
ま

す
。
天
下
人
に
な
ら
ん
と
豊
臣
秀
吉
が

小
田
原
合
戦
で
北
条
氏
を
包
囲
す
る
最

中
、
茶
の
湯
で
参
陣
武
将
を
労
っ
た
と

さ
れ
る 

「
天
正
庵
」 

跡
で
は
、
時
を
遡

り
戦
国
の
世
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
で
は
、
コ
ー
ス
は
見
所
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
ね
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

班
別
の
企
画
ガ
イ
ド
と
い
う
初
め
て

の
試
み
は
、
三
班
の
皆
さ
ん
の
参
加
、

協
力
で
、
全
員
参
画
の
趣
旨
に
沿
い
、

成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も

継
続
を
望
み
ま
す
。

　

根
府
川
駅
が
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー
ル
。

お
か
め
桜
や
海
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が

ら
、景
勝
地
を
巡
る
約
五
・
五
㌔
の
コ
ー

ス
で
す
。
三
月
九
日
46
名
、
一
三
日
は

35
名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
一
回
目
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
根
府
川
駅
前
、
宮
本

園
、
江
之
浦
テ
ラ
ス
周
辺
で
は
、
薄
紅

色
の
満
開
の
お
か
め
桜
に
感
嘆
の
声
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
二
回
目
は
、
出
発
時
か
ら
雨
が
降

り
始
め
、
安
全
第
一
で
終
始
雨
に
濡
れ

て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た

が
、
終
了
時
に 

「
あ
り
が
と
う
」 

と
元

気
な
声
を
か
け
ら
れ
安
心
し
ま
し
た
。

　

相
模
湾
を
見
渡
す
眺
望
は
絶
景
で

す
。
見
晴
台
で
は
、
リ
ビ
エ
ラ
海
岸
に

た
と
え
ら
れ
る
切
り
立
つ
断
崖
と
小
さ

な
入
江
が
続
く
複
雑
な
海
岸
線
の
風
景

に
、
岩
泉
寺
辺
り
か
ら
は
、
青
い
海
と

赤
い
白
糸
川
橋
梁
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

美
し
い
景
観
に
、
皆
さ
ん
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
地
に
魅
せ
ら
れ

て
、
詩
人
茨
木
の
り
子
は
青
春
の
記
憶

か
ら
根
府
川
の
海
を
謳
い
、
郷
土
の
詩

人
福
田
正
夫
は
愛
す
る
江
之
浦
の
海
を

歌
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃
の
最
初
の
記

　

今
回
の
班
別
企
画
ガ
イ
ド
は
、
家
康

関
連
で
、
二
つ
の
コ
ー
ス
を
用
意
。
第

一
弾
と
し
て 

「
家
康
小
田
原
で
の
百
余

日
」 

を
開
催
。
コ
ー
ス
は
宅
地
化
が
進

み
、
遺
構
と
し
て
確
認
出
来
な
い
箇
所

が
有
り
、
お
客
様
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

心
掛
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
北
条
氏
政
・
氏
照
の
墓
所

の
見
学
、
墓
所
か
ら
の
階
段
を
下
り
て

き
た
女
性
の
お
客
様
が 

「
夫
人
の
方
の

お
墓
が
大
き
い
の
ね
」 

と
お
っ
し
ゃ
り

思
わ
ず
納
得
。
次
に
甲
州
道
か
ら
井
細

田
口
を
過
ぎ
、
徳
川
軍
団
の
陣
形
を
説

明
。
家
康
本
陣
の
今
井
陣
場
で
東
照
宮

を
見
学

後
、
柳
川

邸
内
に

て
、
当
時

の
遺
構
を

伝
え
る
手

掛
り
の
土

塁
跡
に
お

客
様
は
し

き
り
に
写

真
を
撮
っ

て
い
ま
し

た
。
奥
平
陣
場
で
は
、
当
時
と
現
在
の

地
盤
の
説
明
、
次
の
山
王
神
社
で
、
江

戸
に
国
替
え
と
な
っ
た
家
康
の
心
境
か

ら
関
東
を
治
め
た
話
を
し
た
時
に
、
身

を
乗
り
出
し
て
聞
い
て
い
た
お
客
様
の

目
が
印
象
的
で
し
た
。
お
客
様
は
、
こ

の
企
画
に
対
し
満
足
し
た
の
で
は
と
思

い
な
が
ら
、
蓮
上
院
土
塁
、
中
新
馬
場

を
通
り
、
小
田
原
駅
に
到
着
。

　

第
二
弾
は 

「
家
康
ア
ラ
カ
ル
ト
イ
ン

小
田
原
」 

で
す
。
風
祭
か
ら
東
海
道
の

一
里
塚
へ
、
そ
し
て
家
康
の
嫡
男
信
康

の
供
養
寺
で
あ
る
萬
松
院
を
訪
れ
ま
し

た
。
次
に
家
康
が
町
づ
く
り
の
参
考
に

し
た
小
田
原
用
水
取
水
口
に
向
か
い
ま

し
た
。
小
田
原
北
条
氏
の
時
代
に
す
で

に
生
活
用
水
路
が
あ
っ
た
こ
と
に
お
客

様
は
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
小
田
原
用

水
を
た
ど
り
な
が
ら
青
木
石
濱
に
あ
る

東
照
宮
を
見
学
。
家
康
の
重
臣
で
小
田

原
藩
主
で
あ
っ
た
大
久
保
氏
の
菩
提
寺

で
あ
る
大
久
寺
で
は
、
十
月
か
ら
三
月

ま
で
咲
き
続
け
る
御
会
式
桜
を
見
る
こ

と
も
出
来
ま
し
た
。
最
後
の
無
量
寺
で

は
家
康
公
夫
婦
像
を
拝
見
し
、
参
拝
記

念
の
御
朱
印
ま
で
い
た
だ
き
、
お
客
様

は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
企
画
ガ
イ
ド
が
無
事
終
了

し
お
客
様
か
ら
温
か
い
言
葉
も
頂
き
、

最
後
ま
で
説
明
を
聞
い
て
頂
い
た
お
客

様
、
様
々
な
助
言
を
し
て
く
れ
た
諸
先

輩
に
感
謝
で
す
。

今井陣場と東照宮

相
模
湾
に
映
え
る
お
か
め
桜

三
班
三
班　

吉
岡
吉
岡  

雅
史
雅
史

企画ガイドⅢ
お
か
め
桜
と

お
か
め
桜
と

　　
  

根
府
川
の
海

根
府
川
の
海

四
班
四
班　

金
子
金
子  

敏
道
敏
道

企画ガイドⅣ
家
康
ア
ラ
カ
ル
ト
＆

家
康
ア
ラ
カ
ル
ト
＆

　
小
田
原
滞
陣
の
百
余
日

　
小
田
原
滞
陣
の
百
余
日
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［
承
前
］ 

今
回
は
医
王
寺
か
ら
途
中
寒

狭
川 

（
豊
川
本
流
） 

の 
「
長
篠
橋
」 

を

渡
り
設
楽
原
へ
―
―

　　

二
．
設
楽
原
古
戦
場

　

橋
は
長
篠
城
か
ら
続
く
比
高
30
～
40

㍍
も
有
ろ
う
か
と
い
う
断
崖
上
に
架
設

さ
れ
て
い
る
。
正
に
こ
の
崖
こ
そ 

「
中

央
構
造
線
」 

で
あ
る
。
も
う
一
本
下
流

の 

「
長
篠
本
橋
」 

付
近
で
は
中
央
構
造

線
の
露
頭
が
見
ら
れ
る
が
、
残
念
！ 

今
日
は
時
間
を
優
先
す
る
。 「
長
篠
橋
」 

か
ら
し
ば
し
登
り
が
続
き
、
平
坦
な
台

地
に
到
着
す
る
と 

「
大
海
駅
」 

前
。
駅

前
か
ら
山
側
の
ル
ー
ト
を
行
く
。
長
い

登
り
坂
を
越
え
、
さ
ら
に
も
う
一
山
越

え
る
と
勝
頼
が
決
戦
の
日
に
陣
取
っ
た

信
玄
台
地
北
端
に
到
着
し
た
。
目
の
前

に
徳
川
軍
が
陣
取
っ
た
弾
正
台
地
が
見

え
る
。
目
を
こ
ら
す
と
復
元
し
た 

「
馬

防
柵
」 

も
見
え
る
。
ち
な
み
に
信
玄
台

地
と
弾
正
台
地
の
距
離
は
僅
か
１
㌔
、

台
地
の
標
高
は
そ
れ
ぞ
れ
約
一
〇
〇

㍍
、
両
台
地
の
中
間
に
「
連
吾
川
」
が

流
れ
て
い
る
。
そ
の
幅
五
〇
〇
㍍
長
さ

２
㌔
の
谷
間
が
設
楽
原
と
い
う
事
に
な

る
が
、
当
時
大
会
戦
を
行
う
の
に
は
丁

度
良
い
原
野
で
あ
っ
た
。
連
合
軍
は
弾

正
台
地
の
麓
に
馬
防
柵
を
築
き
、
連
吾

川
が
平
野
部
に
到
着
す
る
付
近
で
は
か

つ
て
の
領
主 

「
設
楽
氏
」 

の
館
群
を
要

塞
化
し
、
更
に
南
に
回
り
込
も
う
と
す

る
敵
に
対
し
て
は
豊
川
の
断
崖
で
進
軍

不
可
能
と
い
う
地
点
ま
で
防
衛
戦
を
構

築
し
て
い
た
。
信
玄
台
地
を
下
り 

「
連

吾
川
」 

を
渡
る
と
佐
久
間
信
盛
と
馬
場

信
春
が
取
り
合
い
し
た 

「
丸
山
」 

が
あ

る
。
丸
山
は
自
然
の
小
山
で
設
楽
原
北

端
に
あ
り
南
側
の
設
楽
原
が
一
望
出
来

る
。
現
在
北
側
に
は
設
楽
原
を
東
西
に

貫
く
よ
う
に
新
東
名
道
路
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
丸
山
か
ら
馬
防
柵
ま
で
は
連

吾
川
沿
い
に
下
っ
て
十
五
分
で
到
着
す

る
。
所
謂
こ
の
辺
が 
「
竹
広
激
戦
地
」 

大
久
保
兄
弟
が
先
陣
を
切
っ
て
大
活
躍

し
た
場
所
だ
。
忠
世
軍
は
三
百
丁
の
鉄

砲
を
持
ち
、
柵
の
外
で
武
田
四
天
王
の

山
県
軍
と
大
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
信

長
公
は
こ
の
様
子
を
茶
臼
山
か
ら
見
て 

「
金
の
揚
羽
蝶
と
黒
餅
の
指
物
は
誰

か
」 

と
問
い
大
久
保
兄
弟
を
激
賞
し
た

と
伝
わ
る
。
そ
の
馬
防
柵
に
は 

「
徳
川

軍
」 

仕
様
と 「
織
田
軍
」 

仕
様
が
あ
る
。

徳
川
式
は
虎
口
が
厳
重
に
作
ら
れ
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
信
長
と
家
康
の
性
格

の
違
い
が
感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。

　

馬
防
柵
の
見
学
が
終
わ
り
再
び
信
玄

台
地
上
に
あ
る 

「
設
楽
原
歴
史
資
料

館
」 

に
向
か
う
。
こ
こ
の
火
縄
銃
コ
ー

ナ
ー
と
長
篠
合
戦
図 

（
模
写
・
作
成
）

は
必
見
だ
。
合
戦
図
の
忠
世
軍
は
連
吾

川
を
挟
ん
で
馬
防
柵
の
外
に
出
て
最
前

線
に
布
陣
し
て
い
る
。
そ
し
て 

「
三
州

長
篠
合
戦
記
」 

に
よ
る
と
信
長
の
命
令

通
り
柵
か
ら
大
き
く
離
れ
ず
、
武
田
軍

が
攻
め
て
来
る
と
柵
内
に
引
き
、
ま
た

挑
発
す
る
よ
う
に
柵
外
に
出
、
山
県
軍

に
大
打
撃
を
与
え
た
と
あ
る
。

　

資
料
館
の
見
学
も
終
わ
り
日
が
傾
く

頃
、
弾
正
台
地
に
あ
る
家
康
本
陣
跡
に

向
か
う
。
再
び
連
吾
川
を
渡
り
、
川
沿

い
の
道
を
下
る
。
途
中
東
郷
中
学
校
の

裏
か
ら
弾
正
台
地
に

取
付
く
。
長
い
距
離

を
歩
い
た
体
に
応
え
る
が
、
頑
張
っ
て

山
道
を
行
く
。
す
る
と
雑
木
林
の
奥
の

開
け
た
場
所
に
到
着
す
る
。
そ
こ
が
家

康
本
陣
跡
で
あ
る
。
現
在
本
陣
跡
か
ら

設
楽
原
は
見
え
な
い
が
、
信
長
本
陣
の

茶
臼
山
（
標
高
一
五
〇
㍍
） 

が
見
え
る
。

当
時
茶
臼
山
か
ら
は
戦
場
全
体
が
見
渡

せ
た
そ
う
だ
。
僕
は
最
前
線
で
活
躍
し

た
徳
川
軍
に
対
し
て
、
配
下
の
佐
久
間

信
盛
軍
が
命
令
を
守
ら
ず
、
馬
防
柵
の

外
の 

「
丸
山
」 

で
劣
勢
に
陥
っ
た
こ
と

を
見
て
い
た
信
長
の
怒
り
を
感
じ
た
。

　

さ
て
五
月
二
一
日
の
大
会
戦
で
あ
る

が
、
武
田
軍
も
朝
か
ら
数
度
に
渡
り
大

攻
勢
を
仕
掛
け
た
が
、
名
高
い
武
将
達

が
次
々
に
討
死
し
、
昼
頃
に
態
勢
が
決

し
連
合
軍
の
大
勝
利
と
な
っ
た
。
そ
し

て
戦
後
の
論
功
行
賞
で
忠
世
公
が
二
俣

城
主
と
な
り
、
信
康
事
件
に
繋
が
っ
て

行
く
事
と
、
数
年
後
の
武
田
家
滅
亡
に

繋
が
る
歴
史
の
残
酷
な
事
実
を
思
い
な

が
ら
、
陽
が
傾
い
て
寒
く
な
っ
た
家
康

本
陣
跡
を
最
後
に
、
僕
は
三
河
東
郷
駅

に
向
か
っ
た
。

　
　

ハ
イ
ウ
ェ
イ 

貫
く
原
で 

戦
い
し

　
　
　
　

武
士
ど
も
の 

思
い
を
ぞ
知
る

　

訪
問
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
一
〇
日

＊
主
な
武
将
の
合
戦
時
年
齢　

　
　

信
長
42
歳
・
秀
吉
39
歳
・
家
康
33
歳

　
　

忠
世
44
歳
／
勝
頼
30
歳
・
昌
景
47
歳

シ
リ
ー
ズ 

家
康
紀
行 

②

そ
こ
に
忠
世
公
が
い
た
！

そ
こ
に
忠
世
公
が
い
た
！

  
長
篠
古
戦
場
訪
問
記

長
篠
古
戦
場
訪
問
記  

後
編
後
編

橘
川 

健
人

▲長篠合戦図の大久保
　 忠世公 （金の揚羽の
　 指物） 青囲みの中、馬
　 防柵外、川は連吾川

馬防柵と家康本陣の弾正台地馬防柵と家康本陣の弾正台地
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一 
最
近
の
大
地
震
と

　
　 
地
震
の
発
生
す
る
場
所

　

先
ご
ろ
ト
ル
コ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
八
の
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
ア
フ
リ

カ
プ
レ
ー
ト
に
挟
ま
れ
た
ト
ル
コ
の
断

層
に
大
き
な
ヒ
ビ
が
入
っ
た
こ
と
に
原

因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
日
本
も
全
く
同

じ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
地
震
が

起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
東
京
と
神
奈
川
を
震
源
地

と
す
る
地
震
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
地

震
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
は
安
心
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
大
地

震
の
発
生
確
率
を
増
し
て
い
る
不
安
要

因
で
す
。
百
年
前
の
関
東
大
震
災
と
な

る
と
体
験
者
は
ほ
ぼ
皆
無
で
、
な
か
な

か
理
解
し
に
く
い
点
が
多
々
あ
り
ま

す
。
地
震
の
発
生
場
所
は
ど
こ
で
あ
っ

た
の
か
？ 

規
模
は
？ 

震
度
は
？ 

ま
た

津
波
は
な
ぜ
小
さ
か
っ
た
の
か
？
。
最

近
の
地
震
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二 

関
東
大
震
災
に
つ
い
て

　

関
東
大
震
災
は
地
下
二
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
、

震
度
七
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東

大
震
災
を
は
じ
め
日
本
の
大
地
震
は
、

す
。
建
物
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の

変
化
は
、
倒
壊
し
た
ら
被
害
を
増
加
さ

せ
る
で
し
ょ
う
。

　

四 

関
東
大
震
災
は

　
　 

津
波
の
死
者
が
少
な
か
っ
た

　

関
東
大
震
災
が
津
波
の
被
害
を
ほ
と

ん
ど
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
位
置
に
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
原
因
と
な
っ
た

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
海
底
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

の
一
部
は
丹
沢
や
伊
豆
半
島
の
プ
レ
ー

ト
移
動
に
よ
り
陸
上
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
、
世
界
的
に
も
稀
な
地
形
で
す
。

現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
北

米
プ
レ
ー
ト
の
境
界
は
御
殿
場
線
に

沿
っ
た
位
置
に
あ
り
、
海
底
で
は
な
く

陸
地
の
た
め
に
津
波
が
起
き
に
く
い
わ

け
で
す
。
津
波
が
相
模
湾
で
発
生
し
て

も
、
相
模
湾
が
深
海
で
あ
る
た
め
津
波

の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
り
、
津
波
の
死

者
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
が
震
度
七
で
最
高
の
震
度
階
級

で
す
。
震
度
七
に
な
る
と
、
人
は
這
わ

な
い
と
進
め
な
い
、
家
具
は
移
動
し
て

倒
れ
、
建
物
の
壁
は
落
下
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
崩
れ
ま
す
。
家
の
一
部
は
倒
壊

す
る
か
、
時
間
に
よ
っ
て
は
火
事
が
発

生
し
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
を
起
こ
し
た
岩
盤
の
ズ

レ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
北

米
プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
し
た
。
最
初
に

岩
盤
の
ズ
レ
た
震
源
地
は
松
田
町
で
、

続
い
て
岩
盤
の
ズ
レ
が
広
が
っ
た
震
源

域
は
、
順
に
足
柄
平
野
、
相
模
湾
、
三

浦
半
島
、
房
総
半
島
で
し
た
。
震
源
域

が
次
か
ら
次
へ
進
む
様
子
は 

『
小
田
原

と
地
震
』 

横
山
正
明
著
に 

「
曽
我
谷
津

村
で
畑
仕
事
中
に
田
の
畔
に
降
り
て
数

十
歩
あ
る
い
た
と
き
に
グ
ラ
ッ
と
き

て
、
田
の
中
に
倒
れ
た
。
顔
を
あ
げ
る

と
、
松
田
山
の
方
か
ら
崖
崩
れ
が
始
ま

り
、
曽
我
山
を
だ
ん
だ
ん
と
田
島
の
方

へ
進
ん
で
ゆ
く
の
が
見
え
た
」 

と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

三 

関
東
大
震
災
と

　
　 

東
日
本
大
震
災
の
比
較
及
び

　
　 

今
後
の
大
地
震
に
つ
い
て

　

二
つ
の
地
震
は
と
も
に
プ
レ
ー
ト
境

界
型
地
震
で
す
。
関
東
大
震
災
の
死
亡

者
は
約
十
万
人
。
内
訳

が
火
災
九
万
人 

（
全
体

の
九
割
）、
家
屋
倒
壊

一
万
人
、
津
波
三
百
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
十
三
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
死
亡
者
は

約
二
万
人
。
内
訳
が
津

波
一
万
九
千
人 

（
全
体

の
九
割
）、
火
災
と
家

屋
倒
壊
八
百
人
で
し

た
。
ほ
か
に
、
特
筆
す

べ
き
は
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
、
震

源
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
浦
安
な
ど
の
液

状
化
現
象
や
、
関
西
の
大
都
市
ま
で
影

響
し
た
地
面
の
表
面
を
伝
わ
る
表
面
波

な
ど
で
し
た
。
表
面
波
は
時
間
と
と
も

に
高
層
ビ
ル
の
揺
れ
を
増
幅
さ
せ
る
新

し
い
被
害
で
し
た
。
高
層
ビ
ル
の
被
害

は
関
東
大
震
災
で
は
起
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
の
東
京
や
神
奈
川
の
地
震

で
は
大
き
な
パ
ニ
ッ
ク
要
因
に
な
り
ま

　今年は大正 12 年の関東大震災から
百年目の区切りに当たります。
　そこで、４回にわたり 〈地震の仕組
み〉 〈関東大震災〉 〈小田原の地震〉 〈防
災〉 について連載いたします。

第二回目は

関東大震災
についてお話します

真木 和男

やさしい

の話

陸に入り込んでいる
フィリピン海プレート
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【
編
集
後
記
】

■
六
月
一
日
か
ら
、
班
の
再
編

制
と
新
会
員
の
本
格
的
な
ガ
イ

ド
員
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
学
生
時

代
の
ク
ラ
ス
替
え
や
会
社
の
人

事
異
動
を
思
い
出
し
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

 

ま
た
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
解
放
も
あ
っ
て
、
観
光

バ
ス
や
海
外
か
ら
の
お
客
様
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
協

会
活
動
で
、
様
々
な
人
と
出
会

う
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
す
。
気
持
ち
も

新
た
に
、
協
会
活
動
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の 

「
Ｏ
Ｇ
Ｏ
第
96
号
」 

に
は
別
冊 

『
25
年
の
あ
ゆ
み
』 

を
挿
入
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
協

会
発
展
の
歴
史
を
今
一
度
振
り

返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
今
後
も
Ｏ
Ｇ
Ｏ
へ
の
原
稿

提
供
等
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。   （
Ｙ
）

【
3
月
以
降
の
退
会
者
】

・詳細は小田原ガイド協会ホームページで 【2023年企画ガイド予定】   申込み・お問合せ 0465-22-8800

【
編
集
委
員
】

　
磯
崎
知
可
子 　

 

飯
田
飯
田  

宗
男
宗
男

　
柏
木
由
美
子    

上
田 

信
一

 

　
　
　
飯
沼 

忠
雄

  　

令
和
五
年
が
明
け
た
頃 
「
今
年
の
初
詣
は
出

雲
大
社
に
行
っ
て
み
た
い
」 
と
カ
ミ
さ
ん
の
一

言
。
島
根
に
行
け
ば
松
江
城
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
な
が
ら
、
距
離
的
に
遠
く
初
詣
に

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
内
に
何
故
か

段
取
り
が
整
い
、「
島
根
縁
結
び
空
港
」
に
降

り
立
っ
た
の
は
未
だ
少
し
雪
が
残
る
一
月
中
旬

で
し
た
。
出
雲
大
社
へ
は
直

通
バ
ス
が
あ
り
「
縁
結
び
」

に
は
縁
の
な
い
者
で
も
「
日

本
中
の
神
様
の
集
ま
る
大

社
」
な
ら
願
い
事
の
御
利
益

が
あ
る
だ
ろ
う
と
今
年
の
初

詣
は
力
を
入
れ
て
お
詣
り
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
松
江
城
に
、
最
初

に
向
っ
た
の
は
お
城
ま
で
行

く
最
適
ル
ー
ト
と
言
わ
れ
る 

〝
堀
川
め
ぐ
り
〟 

の
乗
船
場
、
八
㍍
ほ
ど
の
小
船
に
は
冬
に
欠
か

せ
な
い
炬
燵
が
あ
り
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
く

れ
ま
す
。
船
頭
さ
ん
か
ら
「
低
い
橋
の
下
を
通

る
と
き
屋
根
が
下
が
っ
て
く
る
の
で
頭
を
ぶ
つ

け
な
い
よ
う
に
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
炬
燵
に

潜
り
込
む
よ
う
に
し
て
上
方
を
見
上
げ
る
と
松

   

松
江
城
は 
突
然
に
?!森

田 

浩
行

江
城
の
天
守
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
手
門
広
場
で
下
船
、
松
江
城
に
入
る
と
高

さ
一
三
㍍
の
巨
大
な
石
垣
が
目
に
入
っ
て
き
ま

す
。
石
垣
は
主
に
打
込
接
と
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
野
面
積
の
石
垣
も
見
ら
れ
ま
す
。
階
段
を

上
り
き
っ
た
本
丸
に
は
現
存
す
る
十
二
天
守
の

一
つ
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
松
江
城
の
望
楼

型
天
守
が
現
れ
ま
す
。
城
の
外
観
の
美
し
さ
に

比
べ
内
部
は
慶
長
十
六
年
に
築
城
さ
れ
た
当
時

の
趣
が
残
り
、
急
勾
配
な
階
段
、
石
落
と
し
、

鉄
砲
狭
間
な
ど
が
戦
う
お
城
の
姿
を
印
象
付
け

て
い
ま
す
。
最
上
階
は
壁
の
な
い
三
六
〇
度
の

展
望
が
広
が
り
、
宍
道
湖
や
遠
く
雪
の
被
っ
た

大
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
四
百
年
以
上
の
歳
月
を
乗
り
越
え
て
き

た
お
城
の
オ
ー
ラ
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
訪
れ
た
島
根
県

に
は
西
に
神
話
時
代
に
思

い
の
馳
せ
る
出
雲
大
社
、

東
に
戦
国
時
代
の
松
江

城
、
そ
の
間
に
は 

「
最
古

の
湯
の
一
つ
」 
と
言
わ
れ

る
玉
造
温
泉
な
ど
、
観
光
客
を
飽
き
さ
せ
な
い

コ
ン
テ
ン
ツ
が
数
多
く
あ
り
、
再
度
ゆ
っ
く
り

訪
れ
た
く
な
る
魅
力
的
な
観
光
地
で
し
た
。
カ

ミ
さ
ん
の
唐
突
な
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
一
泊
旅

行
で
し
た
が
、
松
江
城
を
堪
能
で
き
た
こ
と
は

出
雲
の
神
々
な
ら
ぬ
我
が
家
の 

「
カ
ミ
様
」 

の

御
利
益
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
／
わ
た
し
の
城
旅 

⑳

企画名 月日 歩行距離 コース概要
家康公・小田原滞陣の百余日

徳川陣場を巡る
6/3・4・10・11・
17・18・24・25 約 4km JR 小田原駅～氏政氏照の墓所～井細田口～酒井陣場～

徳川陣場～奥平陣場～蓮上院土塁～ JR 小田原駅

見頃のイワタバコ
箱根堂ヶ島散策

 6/16・20
    （金）・（火） 約 4.5km 箱根登山宮ノ下駅～熊野神社～イワタバコ群生地～

渓谷ウォーキング～八千代橋～富士屋ホテル

老舗名店と
小田原あんこ旅 （東コース）

7/15・19
    （土）・（水） 約 3.5km JR 小田原駅～駅前通り～お堀端通り～三の丸土塁～

国際通り～かまぼこ通り～鈴木製餡所～なりわい交流館

デザインマンホールと町名碑
おだわら今昔街かど散歩

8/18・19
    （金）・（土） 約 3.5km

小田原駅西口～ UMECO 前～本丸広場～箱根口
～なりわい交流館～かまぼこ通り～錦通り～

おしゃれ横丁～小田原駅東口
　
　

中 

谷
　
清 

さ
ん

　
　

小 

林
一
夫 

さ
ん

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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小田原ガイド協会だより 第96 号

令和５年度賛助会員令和５年度賛助会員
賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！

賛助会員の皆様にはガイド協会の活動に賛同しご支援を頂いています。
賛助会員の詳細は小田原ガイド協会ＨＰをクリックしてください。

http://www.odawara-gaido.com

■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会　　☎☎ 0465-22-8800 0465-22-8800 ■■

☎ 0465- ☎ 0465-
23-3100朝ドレファ～ミ ハルネ店 42-7375せきしん運輸

080-5465-0066　 鯵 壱 北 條 24-3030田　　　毎

22-3378伊　勢　屋 22-5545田中屋本店

24-0560う い ろ う 22-4128だるま料理店

23-3818魚市場食堂

22-1547欄干橋ちん里う22-1661江　　　嶋

22-5995露木木工所22-6238小田原種秀本店

22-4657東  㐂  庵23-1811小田原箱根商工会議所

22-2078鳥 か つ 楼23-4530籠　　　清

24-5688菜　の　花23-1807籠 常 商 店

22-6416箱根屋酒店22-4328柏木美術鋳物研究所

24-7800小田原早川漁村23-4741カネタ前田商店

22-5370平 井 書 店20-4475甘味処　鎌　 倉

24-2479松崎屋陶器店23-0721居酒屋 金  時

24-2233マツシタ靴店22-5155食事処 幸　繁

22-2912グリル 木の実 23-1126万 葉 の 湯

24-3161さがみ信用金庫 23-2342柳屋ベーカリー

24-2224志村屋米穀店 22-5637山市湯川商店

22-5051杉 兼 商 店 21-1137山　　　安

22-3520鈴木製餡所 20-0077Ｒ  Ｙ  Ｏ

22-2333鈴廣かまぼこ 【 50 音順 】

42-0359長 一 商 店
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小
田
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
立
趣
意
書

　

小
田
原
市
は 

「
歴
史
と
文
化
の
か
お
る

都
市
」 

と
し
て
、
城
郭
を
始
め
と
し
て
諸

史
跡
や
街
並
な
ど
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ

り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
小

田
原
は
京
浜
地
帯
へ
の
通
勤
圏
と
な
り
、

市
外
か
ら
の
移
住
者
も
増
え
、
教
育
環
境

の
変
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
小
田
原
を
熟
知

し
て
い
な
い
住
民
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
平
成
六
年

に
シ
ル
バ
ー
大
学
が
開
設
さ
れ
、
私
達
は

歴
史
観
光
学
科
で
三
年
間
学
び
、
小
田
原

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
が
観
光
資
源
と
し

て
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
又
、
ガ
イ
ド
実
習
を
し
て
、

お
客
様
に
小
田
原
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
の
喜
び
や
、
心
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
、

楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鎌

倉
市
、
長
浜
市
、
柳
川
市
等
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
成
功
し
て
い
る
先
輩

都
市
が
あ
る
こ
と
も
、
私
達
に
勇
気
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
、
平
成
九
年
四

月
に 

「
小
田
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協

会
」 

を
設
立
し
、
先
ず
私
達
第
一
期
卒
業

生
が
こ
の
任
に
あ
た
り
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
決
意
し
ま
し
た
。平

成
九
年
三
月
一
五
日

過去の記念誌過去の記念誌 平成 14 年 12 月 18 日発行
発行責任者：山田  昇

平成 19 年４月 10 日発行
発行責任者：立木  繁

平成 24 年 12 月 15 日発行
発行責任者：榎本 保美

平成 30 年１月 31 日発行
発行責任者：堀池 衡太郎【歴代会長】

　① 山田　 昇 平成   9  ～ 17
　② 立木　 繁 平成 18 ～ 21
　③ 榎本 保美 平成 21 ～ 24
　④ 楓川 剛徳 平成 25 ～ 26
　⑤ 堀池 衡太郎 平成 27 ～



S - 2

ＯＧＯ No.96 『特集・25年のあゆみ』

田
中
 
先
ず
五
年
と
い
う
年
月
は
ど
う

　

思
わ
れ
ま
す
？

木
村　

も
う
五
年
と
い
う
か
、
ま
だ
と

　

い
う
べ
き
か
…
。

田
中　

設
立
の
こ
ろ
と
、
五
年
経
っ
た

　

い
ま
と
、
何
か
変
化
が
あ
っ
た
と
気

　

づ
か
れ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

木
村　

生
意
気
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

　

謙
虚
さ
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
う
。

田
中　

初
心
忘
れ
ず
と
い
う
こ
と
は
常

　

に
自
戒
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
お
っ

　

し
ゃ
る
通
り
、
し
ば
し
ば
感
じ
る
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
。

木
村　

研
修
旅
行
で
京
都
に
い
き
ま
し

　

た
ね
。
大
徳
寺
搭
頭
を
訪
ね
た
と
き

　

大
仙
寺
の
有
名
和
尚
さ
ん
の
話
し
が

　

忘
れ
ら
れ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

　

イ
ド
と
は
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

　

事
で
、
あ
り
が
た
い
と
い
う
感
謝
の

　

気
持
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
。
わ

　

れ
わ
れ
は
市
か
ら
の
業
務
委
託
も
受

　

け
る
な
ど
、
と
に
か
く
恵
ま
れ
て
い

　

る
。
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
安
住
せ

　

ず
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
の
集
団
で
あ
り
た
い
。

田
中　

木
村
さ
ん
と
も
何
回
か
全
国
大

　

会
に
ご
一
緒
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

　

た
が
、
今
年
別
府
で
開
催
さ
れ
た
大

　

会
で
改
め
て
感
じ
た
の
で
す
が
、
八　

　

百
と
も
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　

体
の
中
で
、
恐
ら
く
一
番
恵
ま
れ
て

　

い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

『
５
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 

記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

　

五
周
年 

対
談

　
　

小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
副
会
長

木
村
達
夫
／
田
中
美
代
子

平成 ９年 ４月　藤棚事務所開き平成 ９年 ４月　藤棚事務所開き

平成 12 年 ３月　企画ガイド 「長興山紹太寺」平成 12 年 ３月　企画ガイド 「長興山紹太寺」

平成 12 年 11 月平成 12 年 11 月 事務所の移転 （藤棚→二の丸） 事務所の移転 （藤棚→二の丸）

平
成
９

平
成
10

平
成
11

平
成
12

平
成
13

・
バ
ス
駐
車
場
の

バ
ス
駐
車
場
の

      

業
務
を
受
託

業
務
を
受
託

      

三
人
体
制
で
実
施

三
人
体
制
で
実
施

・
バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

      

業
務
を
受
託

業
務
を
受
託

      

五
人
体
制
で
実
施

五
人
体
制
で
実
施

・
バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

      

業
務
を
受
託

業
務
を
受
託

      

七
人
体
制
で
実
施

七
人
体
制
で
実
施

　
（
平
成

　
（
平
成
1818
年
度
ま
で
同
体
制
）

年
度
ま
で
同
体
制
）

・
副
会
長

副
会
長  

田
中
美
代
子
著

田
中
美
代
子
著

      「
小
田
原
文
学
散
歩
」
出
版
祝
賀
会

「
小
田
原
文
学
散
歩
」
出
版
祝
賀
会

・
1111
月月  

事
務
所
移
転

事
務
所
移
転  （
下
記
写
真
）

（
下
記
写
真
）

・
バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

      

業
務
を
受
託

業
務
を
受
託

      

六
人
体
制
で
実
施

六
人
体
制
で
実
施

復元された小田原城銅門 （平成９年 10 月）復元された小田原城銅門 （平成９年 10 月）

田中美代子氏田中美代子氏

・
1010
月月  

銅
門
復
元

銅
門
復
元  
完
了
完
了

・
４４
月月  

歴
史
見
聞
館
・
銅
門

歴
史
見
聞
館
・
銅
門

　
　
　
一
般
公
開

　
　
　
一
般
公
開

ガイド風景 （左：藤棚／右：下曽我）ガイド風景 （左：藤棚／右：下曽我）
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当
協
会
は
平
成
九
年
四
月
シ
ル
バ
ー

大
学
歴
史
観
光
学
科
卒
業
生
二
十
四
名

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
立
ち
上
げ

て
以
来
、
年
々
会
員
数
も
増
え
約
百
名

の
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
社
会

や
経
済
環
境
の
変
化
、
行
政
当
局
や
市

民
、
観
光
客
の
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
す
る
為
に
も
、
法
人
化
し

て
行
政
や
地
域
社
会
に
認
知
さ
れ
た
信

頼
さ
れ
る
組
織
団
体
に
な
る
必
要
性
が

出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
一
七
年
五
月
の
定
期
総

会
に
お
い
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
検
討
チ
ー

ム
立
ち
上
げ
」
の
議
題
が
提
案
さ
れ
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
化
検
討
委
員
会
が
六
名
で
発
足

し
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
四
回
に
わ
た

り
委
員
会
を
開
催
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す

る
勉
強
と
今
後
の
進
め
方
を
協
議
し
ま

し
た
。
… （
略
） 

…

　

九
月
に
は
全
会
員
に
対
す
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
組
成
に
か
か
わ
る
経
過
説
明
会
」
を

三
回
に
わ
た
り
行
い
、
全
会
員
に
周
知

徹
底
を
図
り
ま
し
た
。
一
一
月
に
は
臨

時
総
会
を
開
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
組

織
替
え
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
に
よ
り

設
立
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
… 

（
略
） 

…
四
月
三
日
に

横
浜
地
方
法
務
局
小
田
原
支
部
へ
法
人

の
登
記
を
申
請
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ
て

始
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
正
式
に
発

足
し
た
わ
け
で
す
。

『
10
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 

記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
経
緯

 

　
　

   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
検
討
委
員
会

 

　
　

     

委
員
長　

笹
田  

昌
邦

平
成
14

平
成
15

平
成
16

平
成
17

平
成
18

・
12
月 「
創
立
五
周
年
祝
賀
会
」

「
創
立
五
周
年
祝
賀
会
」  開
催
開
催

　
　
　
「
創
立
五
周
年
記
念
誌
」

　
　
　
「
創
立
五
周
年
記
念
誌
」  発
行
発
行

・
提
案
箱
を
設
置

提
案
箱
を
設
置

・
７７
月月  

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
務
開
始

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
務
開
始

・
５５
月月  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

  

　
設
立
検
討
委
員
会
発
足

　
設
立
検
討
委
員
会
発
足

・
４４
月月  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

登
記
申
請

登
記
申
請  

受
領
受
領

・
同同
月月  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

　
　
　
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会  

発
足
発
足

・
同同
月月  

設
立
祝
賀
会
開
催

設
立
祝
賀
会
開
催

・
10
月 

神
奈
川
新
聞
社
よ
り

神
奈
川
新
聞
社
よ
り

　
「
神
奈
川
地
域
社
会
事
業
賞
」

　
「
神
奈
川
地
域
社
会
事
業
賞
」  受
賞
受
賞

＊
小
田
原
城

　
　
　
「
日
本
百
名
城
」
に
選
定

小田原城跡 「隅櫓と隅櫓橋」小田原城跡 「隅櫓と隅櫓橋」 （平成16年３月） （平成16年３月）

創立５周年祝賀会 （平成１４年１１月）創立５周年祝賀会 （平成１４年１１月）

平成１６年１０月２３日　平成１６年１０月２３日　

神奈川新聞社より神奈川新聞社より

神奈川地域社会事業賞神奈川地域社会事業賞
を受賞を受賞

レンタサイクル業務開始 （平成１7年７月）レンタサイクル業務開始 （平成１7年７月）

ガイド風景 （左：塔ノ沢阿弥陀寺／右：石垣山一夜城）ガイド風景 （左：塔ノ沢阿弥陀寺／右：石垣山一夜城）

研修会 「後北條氏の中世城郭・足柄城跡」 研修会 「後北條氏の中世城郭・足柄城跡」 （平成１7年11月）（平成１7年11月）
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当
番
日
の
体
験
を
一
言
。

　

去
る
三
月
二
二
日
は
私
の
当
番
日
に

あ
た
り
、
午
前
中
は
藤
棚
駐
車
場
の
担

当
で
し
た
。
平
日
の
こ
と
と
て
バ
ス
の

入
り
は
遅
く
10
時
40
分
に 

〈
台
湾
〉 

次

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

〈
台
湾
〉 〈
台
湾
〉 

三
重
県 〈
台
湾
〉 

13
時
に 〈
台
湾
〉 

と
合

計
七
台
の
内
五
台
が 

〈
台
湾
〉 

国
内
の

お
客
様
は
三
重
県
の
一
台
の
み
。
た
ま

た
ま
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

間
八
百
台
を
超
え
る
台
湾
の
お
客
様

が
、
依
然
と
し
て
東
京
、
神
奈
川
を
抜

い
て
第
一
位
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

今
夜
の
宿
泊
地
は
ど
こ
で
す
か
の
調

査
で
は
、
箱
根
、
河
口
湖
、
西
伊
豆
、

箱
根
、
須
走
、
須
走
と
な
り
ま
し
た
。

三
～
四
年
前
ま
で
は
百
％
河
口
湖
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
私
達
が
業
者
に
河

口
湖
を
紹
介
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

河
口
湖
は
集
客
の
激
減
を
台
湾
客
で

補
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
数
年
を
待
た

ず
に
し
て
、
伊
豆
半
島
、
箱
根
な
ど
周

辺
地
域
に
分
散
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
く
づ
く
外
国
人
客
の
受
入
れ
の
対

応
の
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
達
も
英
語
ガ
イ
ド
の
養
成
を
急
が
ね

ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
神
戸
淡
路
大
震
災
の
自
然
災

害
発
生
時
に
よ
せ
ら
れ
た
民
間
活
力

は
、
目
を
見
張
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
な
に
も
起
き
て
い
な
い
平
常
時

の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
重
要
な
課
題
と
思
い
ま
す
。

『
10
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 

記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

　
10
年
あ
り
が
と
う

　

   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

 

　
　

     

顧
問   

山
田  

昇

平
成
19

平
成
20

平
成
21

平
成
22

平
成
23

・
バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館

      

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
務
を
受
託

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
業
務
を
受
託

      

八
人
体
制
で
実
施　

八
人
体
制
で
実
施　

・
12
月 「
創
立

「
創
立
十十
周
年
記
念
誌
」

周
年
記
念
誌
」  発
行
発
行

・
６６
月月  

関
東
商
工
会
識
所
連
合
会
よ
り

関
東
商
工
会
識
所
連
合
会
よ
り

　
　
　
表
彰
さ
れ
る

　
　
　
表
彰
さ
れ
る

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

・・  

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
鏃
会
設
立

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
鏃
会
設
立

・・  

ガ
イ
ド
養
成
講
座
運
営
委
員
会
設
置

ガ
イ
ド
養
成
講
座
運
営
委
員
会
設
置

・
５
月

・
５
月  「
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

「
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」  開
講
開
講

・
１
月 

小
田
原
市
よ
り

小
田
原
市
よ
り

　
　
　
「
小
田
原
市
民
功
労
賞
」

　
　
　
「
小
田
原
市
民
功
労
賞
」  受
賞　
　

受
賞　
　

小田原市長より表彰される立木会長小田原市長より表彰される立木会長

・
33
月月
1111
日日  

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

・
３３
月月  

馬
出
門
開
門

馬
出
門
開
門

・
９９
月月  

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
ウ
メ
子
死
亡

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
ウ
メ
子
死
亡

（
推
定

（
推
定  

6262
歳
）
歳
）

平成１9 年１月８日　平成１9 年１月８日　
熱海市より熱海市より

平成 18 年度平成 18 年度

小田原市民功労賞小田原市民功労賞
を受賞を受賞

平成19年度入会式　緊張の新入会員平成19年度入会式　緊張の新入会員

協会ＨＰ画面 （令和５年５月現在）協会ＨＰ画面 （令和５年５月現在）

還暦を迎えた象のウメ子 （平成20年）還暦を迎えた象のウメ子 （平成20年） 復元された馬出門復元された馬出門

西さがみ連邦観光交流事業西さがみ連邦観光交流事業
（体験ウォーク ・ 玉簾の瀧）（体験ウォーク ・ 玉簾の瀧）

教育支援教育支援
（地元の子どもたちへのガイド）（地元の子どもたちへのガイド）

石垣山城 「箱根ジオパーク」 認定石垣山城 「箱根ジオパーク」 認定
（岩石の説明をしつつ石垣山へ）（岩石の説明をしつつ石垣山へ）
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『
15
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 
記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

　

  

十
年
の
去
来

　

   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

　
　

     
会
員　

菅
原 

誓
子

平
成
24

平
成
25

平
成
26

平
成
27

平
成
28

で
見
る
よ
り
は
る
か
に
ひ
ど
い
惨
状

で
、
被
害
の
甚
大
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
型
バ
ス
が
何
台
も

止
ま
っ
て
い
た
り
、
自
衛
隊
の
車
が
ぶ

ん
ぶ
ん
走
っ
て
い
た
り
、
私
は
悲
し
い

心
で
そ
れ
ら
を
眺
め
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

宿
は
ど
こ
も
満
員
で
、
予
約
し
て
く

だ
さ
っ
た
山
の
中
の
一
軒
宿
へ
行
き
ま

し
た
。
し
か
し
こ
こ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
達
で
一
杯
で
し
た
。
翌
日
、
彼
女

は
石
山
寺
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
が
、
若
葉
の
美
し
い
季
節
の

賑
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
達

の
他
に
二
、三
の
人
影
し
か
な
く
、
寂

し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。
私
達
は
石
山
寺

で
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
願
し
ま
し

た
。

携
帯
電
話
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、
通
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
四
日
後
の
夜
遅
く
仙

台
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
と

電
気
が
つ
き
テ
レ
ビ
で
被
害
の
大
き
さ

を
知
っ
た
と
の
事
。
遠
く
に
住
む
私
達

の
方
が
は
る
か
に
早
く
惨
状
を
目
に
し

て
い
た
の
で
し
た
。
何
回
か
電
話
の
や

り
と
り
が
あ
り 

「
新
幹
線
が
復
旧
し
た

ら
ぜ
ひ
こ
の
惨
状
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
出
掛
け
て
き
ま
せ
ん
か
」 

と
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
復
興
し
て
か
ら

で
は
な
く
今
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
切
実
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

新
幹
線
が
復
旧
す
る
と
電
車
に
飛
び

乗
り
ま
し
た
。
通
常
で
す
と
東
京
～
仙

台
間
は
一
時
間
半
で
す
が
、
徐
行
運
転

で
二
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

　

彼
女
の
車
で
海
岸
の
方
へ
行
く
と
、

が
れ
き
の
山
が
幾
つ
も
見
え
、
テ
レ
ビ

　

私
は
、
ガ
イ
ド
の
時
一
期
一
会
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
こ
ん
な
事
が

あ
り
ま
し
た
。
三
月
四
日
、
仙
台
か
ら

お
越
し
の
七
〇
代
後
半
の
女
性
の
方
達

を
、
小
田
原
城
、
街
中
、
松
永
記
念
館

ま
で
一
日
ご
案
内
し
ま
し
た
。
そ
の
日

の
宿
泊
は
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
と
い
う
事

な
の
で 「
仙
台
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」 

と
約
束
し
て
バ
ス
の
乗
り
場
ま
で
お
送

り
し
ま
し
た
。
そ
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間

後
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。

　

激
し
い
揺
れ
の
後
、
彼
女
の
電
話
と

・
天
守
閣
休
館
に
伴
う

天
守
閣
休
館
に
伴
う

　
　
　
銅
門

　
　
　
銅
門  

土
日
祝
日
公
開

土
日
祝
日
公
開  

に
協
力

に
協
力

・
12
月 

小
田
原
駅
東
口
駐
車
場
施
設
内

小
田
原
駅
東
口
駐
車
場
施
設
内

　
　
　

　
　
　

  

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
開
始

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
開
始

・
銅
門
銅
門  （
櫓
内
）

（
櫓
内
）  

　
土
・
日
・
祝
日
公
開
に
協
力

　
土
・
日
・
祝
日
公
開
に
協
力

・
12
月 「
創
立

「
創
立
十
五
十
五
周
年
記
念
誌
」

周
年
記
念
誌
」  発
行
発
行

・
７７
月月  

棚
駐
車
場
有
料
化
管
理
者
が

棚
駐
車
場
有
料
化
管
理
者
が

　
　
　
小
田
原
市
観
光
協
会
へ
移
行

　
　
　
小
田
原
市
観
光
協
会
へ
移
行

・ 「
駅
か
ら
ガ
イ
ド
」

「
駅
か
ら
ガ
イ
ド
」  実
施
実
施

・
バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館
レ
ン
タ

バ
ス
駐
車
場
・
歴
史
見
聞
館
レ
ン
タ

　
サ
イ
ク
ル
業
務

　
サ
イ
ク
ル
業
務  （
小
田
原
城
内
）

（
小
田
原
城
内
）

　
駐
車
場
の
有
料
化
に
伴
う
業
務

　
駐
車
場
の
有
料
化
に
伴
う
業
務  

夜
間
夜
間

　
延
長
業
務

　
延
長
業
務  
年
末
延
長
業
務

年
末
延
長
業
務

・
小
田
原
城
天
守
閣

小
田
原
城
天
守
閣  

平
成
の
大
改
修

平
成
の
大
改
修

　
　
　
（
平
成

　
　
　
（
平
成
2727
年
７
月

年
７
月  

～～  

翌
年
４
月
）

翌
年
４
月
）

・
４４
月月
1414
日日  

熊
本
地
震

熊
本
地
震

・
1010
月月  

八
王
子
市
・
寄
居
町
と

八
王
子
市
・
寄
居
町
と

　
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結

　
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結

天守の改修工事 天守の改修工事 （平成27年７月～翌年４月）（平成27年７月～翌年４月）

駅からガイド 英語で…駅からガイド 英語で…

防災訓練の様子防災訓練の様子

養成講座　講義の様子養成講座　講義の様子

養成講座　講義の様子養成講座　講義の様子

養成講座　講義の様子養成講座　講義の様子

駅からガイドの準備駅からガイドの準備

小田原駅から小田原城へ小田原駅から小田原城へ 新人研修の様子新人研修の様子
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平
成
二
四
年
九
月
二
四
日
。
箱
根
ジ

オ
パ
ー
ク
は
箱
根
火
山
を
中
心
に
箱
根

町
・
小
田
原
市
・
湯
河
原
町
・
真
鶴
町
の

地
域
が
一
体
と
な
り
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

ジ
オ
は
地
質
を
意
味
し
ジ
オ
パ
ー
ク

は
地
球
活
動
の
遺
産
を
紹
介
す
る
自
然

の
中
の
公
園
で
あ
り
、
ジ
オ
サ
イ
ト
は

自
然
の
地
質
と
人
々
の
生
活
の
か
か
わ

り
が
歴
史
的
お
よ
び
文
化
的
に
価
値
あ

る
場
所
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
博
物
館
の
笠
間
氏
等
と
の
打
合

せ
の
中
で 

「
小
田
原
城
」 「
小
田
原
用

水
」 「
石
垣
山
一
夜
城
」 

お
よ
び 

「
早
川

石
丁
場
」 

が
ガ
イ
ド
場
所
で
あ
る
旨
の

説
明
を
受
け
、
各
場
所
の
ジ
オ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。
内
容
は
、

　

・
現
地
の
地
形
と
地
層
が
ど
う
な
っ

　
　

て
い
る
か

　

・
人
々
は
地
層
を
ど
の
よ
う
に
利
用

　
　

し
て
き
た
か （
大
地
と
人
々
の
関

　
　

わ
り
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
）

　

・
日
常
の
ガ
イ
ド
の
中
へ
組
み
入
れ

　
　

て
ほ
し
い

と
の
主
旨
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
気
な
く
目
に
し
て
き
た

山
や
川
は
、
歴
史
を
つ
な
ぐ
掛
け
橋
で

す
。
お
客
様
が
大
地
と
人
間
の
歴
史
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し

い
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
15
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 

記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

  

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

　

   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

　
　

     

ジ
オ
パ
ー
ク
担
当　

真
木 

和
男

合戦図前ガイド合戦図前ガイド （平成30年9月） （平成30年9月）

平
成
29

平
成
30

平
成
31

令
和
１

・
イ
ン
カ
ム
導
入

イ
ン
カ
ム
導
入

・
７７
月月  

歴
史
見
聞
館

歴
史
見
聞
館  

閉
館
閉
館

　
　
　
（
平
成

　
　
　
（
平
成
3131
年
４
月

年
４
月

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

NINJA
NINJA

館
と
な
る
）

館
と
な
る
）

・
８８
月月  

合
戦
図
前
ガ
イ
ド
実
施

合
戦
図
前
ガ
イ
ド
実
施

・
1010
月月  

早
川
臨
時
観
光
案
内
所
開
設

早
川
臨
時
観
光
案
内
所
開
設

　
　
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
荷
物
預
か
り

　
　
　
荷
物
預
か
り  

業
務
開
始

業
務
開
始

2019年４月 早川地区研修会 （神奈川県水産合同庁舎にて）2019年４月 早川地区研修会 （神奈川県水産合同庁舎にて）

・
３３
月月  

住
吉
橋

住
吉
橋  

架
替
え
工
事

架
替
え
工
事

ガイドの定番 小田原城址公園ガイドの定番 小田原城址公園 ガイドの定番 石垣山一夜城ガイドの定番 石垣山一夜城 ガイドの定番 総構 （稲荷森）ガイドの定番 総構 （稲荷森）

薄
化
粧
の
お
茶
壷
曲
輪
土
塁
と

梅
の
花 

（平
成
29
年
２
月
11
日
）

平成29 年、 企画ガイド業務にインカム平成29 年、 企画ガイド業務にインカム
が導入され、 ガイドの質が向上した。が導入され、 ガイドの質が向上した。
令和５年１月現在、 旧型 （左） 120 台、令和５年１月現在、 旧型 （左） 120 台、
新型 （右） 80 台をフル稼働している。新型 （右） 80 台をフル稼働している。

・
1111
月月  

漁
港
の
駅

漁
港
の
駅

　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
小
田
原

　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
小
田
原  

開
業
開
業
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2020 年10月　石垣山 ［早川石丁場群関白沢支群］2020 年10月　石垣山 ［早川石丁場群関白沢支群］
（学芸員 佐々木健策氏 に講師を依頼しての研修）（学芸員 佐々木健策氏 に講師を依頼しての研修）

2018年 7月　歴史見聞館 閉館2018年 7月　歴史見聞館 閉館

　

私
が
入
会
し
た
当
初
は
、
会
長
は
じ

め
理
事
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
先
輩
で
し

た
。
今
は
会
長
は
じ
め
全
て
の
役
員
を
、

優
秀
な
後
輩
の
皆
さ
ん
が
担
っ
て
い
ま

す
。
協
会
の
景
色
は
一
変
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
大
学
は
な
く
な
り
、
協
会
員

に
な
る
為
の
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
立
ち

上
げ
内
部
で
養
成
し
、
最
終
テ
ス
ト
に

合
格
し
た
エ
リ
ー
ト
が
会
員
資
格
を
得

て
い
ま
す
。

　

過
日
久
し
ぶ
り
に
企
画
ガ
イ
ド
の
勉

強
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

活
躍
し
た
政
財
界
や
文
学
者
別
荘
を
巡

り
、
各
担
当
者
の
説
明
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
当
協
会
員
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
致
し
ま
し
た
。
何

故
明
治
維
新
が
成
功
し
た
の
か
？ 

薩
長

や
土
佐
の
下
級
武
士
の
討
幕
運
動
は
何

故
成
功
し
明
治
政
府
が
誕
生
し
た
の

か
？ 

更
に
何
故 

「
日
露
戦
争
」 

に
勝
利

す
る
事
が
出
来
た
の
か
？ 

等
々
歴
史
を

蘇
ら
せ
て
く
れ
た
勉
強
会
で
し
た
。

　

本
番
で
も
、
参
加
者
が
も
う
一
度
歴

史
を
勉
強
し
よ
う
と
新
た
な
動
機
付
け

に
な
れ
ば
、
ガ
イ
ド
員
と
し
て
の
喜
び

は
ひ
と
し
お
で
し
ょ
う
。
参
加
者
が
夢

を
膨
ら
ま
せ
る
ガ
イ
ド
が
求
め
ら
れ
、

そ
れ
が
出
来
る
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
員

の
皆
さ
ん
で
あ
る
こ
と
に
高
い
誇
り
を

感
じ
ま
し
た
。
協
会
員
の
最
大
の
任
務

は
小
田
原
に
来
ら
れ
た
観
光
客
に
ガ
イ

ド
を
通
し
て
喜
び
と
感
動
を
与
え
る
こ

と
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

『
20
周
年
記
念
誌
』 よ
り

【 

記
念
誌 

再
録 （
抄
）】

　

歳
月 

人
を
待
た
ず

　
　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

 

　
　

     

会
員　

渡
曾  

晃

令
和
２

令
和
３

令
和
４

・
1212
月月  

小
田
原
駅
東
口

小
田
原
駅
東
口  「
ミ
ナ
カ
」

「
ミ
ナ
カ
」  

　
　
　
営
業
開
始

　
　
　
営
業
開
始

＊＊  
コ
ロ
ナ
感
染
症
禍

コ
ロ
ナ
感
染
症
禍  

始
ま
る

始
ま
る

・
77
月月  

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設  

　
　
　
　
三
の
丸
レ
ン
タ
業
務
開
始

　
　
　
　
三
の
丸
レ
ン
タ
業
務
開
始

2019 年 ６月　銅門渡櫓にて2019 年 ６月　銅門渡櫓にて

2011 年７月から業務開
始した 「三の丸レンタサ
イクル」 では、 右の二機
種を新たに採用した。 クロスバイククロスバイク 電動アシスト付 電動アシスト付 （20 インチ）（20 インチ）

令和４年 （2022） 3月14日、養成講座
第10期生の研究発表 （右写真） 修了
式及び入会式 （下写真） が行われた。

コロナ感染症禍の最中というこ
ともあって、 本来の式典より縮
小して催行されたが、 この年、
１３名の受講生が入会した。

コロナ感染症禍での養成講座実習 コロナ感染症禍での養成講座実習 （令和３年４月）（令和３年４月）

・
小
田
原
城
址
公
園

小
田
原
城
址
公
園  

全
施
設
閉
鎖

全
施
設
閉
鎖

・・  

藤
棚
駐
車
場
閉
鎖
（
二
名
体
制
）

藤
棚
駐
車
場
閉
鎖
（
二
名
体
制
）

・・  

マ
ス
ク
着
用
／
ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄

マ
ス
ク
着
用
／
ア
ル
コ
ー
ル
洗
浄

　
体
温
測
定
等
を
義
務
化

　
体
温
測
定
等
を
義
務
化

・
44
月月  

養
成
講
座
閉
講

養
成
講
座
閉
講  （
６
月
ま
で
）

（
６
月
ま
で
）  

・
1111
月月  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
企
画
＆

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
企
画
＆

　
　
　
定
番
予
約
ガ
イ
ド

　
　
　
定
番
予
約
ガ
イ
ド  

受
付
開
始

受
付
開
始  

・
９
～
９
～
1010
月月  

石
垣
山
研
修
会

石
垣
山
研
修
会  （
講
師
：

（
講
師
：

　
　
　
佐
々
木
健
策
氏
）

　
　
　
佐
々
木
健
策
氏
）  開
催
開
催

＊＊  

コ
ロ
ナ
感
染
症
禍

コ
ロ
ナ
感
染
症
禍  

収
ま
ら
ず

収
ま
ら
ず

　　

  

感
染
防
止
策
の
周
知
徹
底
を
図
る

感
染
防
止
策
の
周
知
徹
底
を
図
る

・
夏夏  

事
務
所
内
に
観
光
客
用
ウ
ォ
ー

事
務
所
内
に
観
光
客
用
ウ
ォ
ー

　
　
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置

　
　
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置

　
　
経
口
補
水
液「
Ｏ
Ｓ
１
」も
常
備

　
　
経
口
補
水
液「
Ｏ
Ｓ
１
」も
常
備

・
各
種
ガ
イ
ド

各
種
ガ
イ
ド  

軒
並
み
中
止

軒
並
み
中
止

・
1111
月月  

文
化
財
建
造
物
勉
強
会
実
施

文
化
財
建
造
物
勉
強
会
実
施

＊＊  

依
然
と
し
て
、

依
然
と
し
て
、

　　

  

コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
の
活
動
と
な
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
の
活
動
と
な
る

・
５５
月月  

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル  

　
　
　
過
去
最
高
の
貸
出
数
を
記
録

　
　
　
過
去
最
高
の
貸
出
数
を
記
録
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2020周年以降の始業式周年以降の始業式

ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て

　
　

し
か
も 

も
と
の
水
に
あ
ら
ず

平成 30 年 （2018） ４月１日 平成 31 年 （2019） ４月１日

令和 ２ 年 （2020） ４月１日 令和 ３ 年 （2021） ４月１日

令和 ４ 年 （2022） ４月１日

小田原ガイド協会だより小田原ガイド協会だより
特集 『25年のあゆみ』特集 『25年のあゆみ』

http://www.odawara-gaido.com

小田原市城内 3-22 （〒 250-0014）
TEL.0465-22-8800/FAX.0465-22-8814

小田原ガイド協会
ＮＰＯ法人 

■ 

三
十
年
へ
向
け
て  

―
―

【
編
集
委
員
】

　

こ
の
協
会
も
、
い
つ
の
間
に
か
シ
ル

バ
ー
大
学
出
身
者
よ
り
、
養
成
講
座
で

研
鑽
を
積
み
実
績
を
つ
け
て
き
た
若
者 

（
？
） 

が
三
分
の
二
以
上
と
な
っ
た
。
現

状
の
維
持
は
後
退
の
一
歩
と
思
え
る
。

　
〝
若
者
に
次
代
を
た
く
そ
う
〟

　

未
知
数
の
中
に
常
に
新
風
は
吹
い
て

い
る
。
期
待
し
て
や
ま
な
い
。 （
飯
沼
）

磯
崎
知
可
子
／
柏
木
由
美
子

飯
田 

宗
男 

／ 

上
田 

信
一
／
飯
沼 

忠
雄

＊
掲
載
写
真
は
各
記
念
誌
か
ら
の
転
載
。
撮
影
者
の
御
厚
意
。

　
及
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
か
ら
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
。


